
 

 

 

 

 

 

Ⅲ．分担研究報告 
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（分担研究報告書） 

     
 全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート研究の推進及び高質診療デー

タベースの為のNCD長期予後入力システムの構築に関する研究

 

（研究分担者 岡本高宏・東京女子医科大学第二外科・教授） 

 

 研究要旨                         
NCDシステムを利用した甲状腺がん登録と甲状腺腫瘍診療ガイ

ドラインを検証・改訂作業を進めた。甲状腺がん登録は悉皆性
の高いデータ入力と全国的にみたカバー率の向上が今後の課題
である。甲状腺腫瘍診療ガイドラインはわが国独自の管理方針を
提唱し、それが海外に広まりつつある。改訂版においても西洋とは
異なる視点で作成を進めている。 

  

 

Ａ．研究目的 
（１）NCDシステムを利用した甲状腺が
ん登録作業を推進する。 
（２）甲状腺腫瘍診療ガイドラインの
検証作業、改訂作業を推進する。 

 
Ｂ．研究方法 
（１）甲状腺がん登録の意義とその重
要性について関連学会で周知を図る。 
（２）甲状腺腫瘍診療ガイドラインに
関連するエビデンスの収集と吟味を行
う。 

 
Ｃ．研究結果 
（１）－１：第28回日本内分泌外科学
会総会において特別企画「NCD報告」を
行い、①専門医制度との連携、②甲状
腺がん登録、③NCDデータの利活用につ
いて解説した。 
（１）－２：第49回日本甲状腺外科学
会学術集会においてシンポジウム「甲
状腺外科診療の標準化」を開催し、①
がん登録推進法と全国がん登録、②NCD
における臓器別がん登録の現状と展
望、③甲状腺腫瘍診療ガイドラインの
役割、④甲状腺癌取扱い規約の役割に
ついて公開討論を行った。 
（２）－１：甲状腺がんに関するNCDデ
ータを利用して診療ガイドラインの評
価を行うことを目的にNCD事務局と交渉
を開始した。併せて学会内でのデータ
利用に関するルール作りを行った。 
（２）－２：甲状腺腫瘍診療ガイドラ
イン改訂版の原案作成を終了した。 

 
Ｄ．考察 
甲状腺がん登録は2016年からNCDのCRF
に実装されており、悉皆性の高いデー
タ入力と全国的にみたカバー率の向上
が今後の課題である。 

甲状腺腫瘍診療ガイドラインはわが国独
自の管理方針を提唱し、それが海外に広
まりつつある。改訂版においても西洋と
は異なる視点で作成を進めている。 
 

Ｅ．結論 
わが国の甲状腺がん診療の質向上に向
けてNCDシステムを離床したがん登録の
普及と診療ガイドラインのアップデー
トを図ってゆく必要がある。 

 
Ｆ．健康危険情報  
（分担研究報告書には記入せずに、総括 
研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 2.  学会発表 
 岡本高宏. NCD報告. 第28回日本内分
泌外科学会総会抄録集, S49, 2016 
 柴田亜希子. がん登録推進法と全国
がん登録. 第49回日本甲状腺外科学会
学術集会抄録集, S204, 2016 
高橋 新. NCDにおける臓器別がん登
録の現状と展望. 第49回日本甲状腺外
科学会学術集会抄録集, S204, 2016 
 小野田尚佳、伊藤康弘、岡本高宏. 
甲状腺腫瘍診療ガイドラインの役割.
 第49回日本甲状腺外科学会学術集会抄
録集, S205, 2016 

伊藤康弘、宮内 昭. 甲状腺癌取扱
い規約の役割. 第49回日本甲状腺外科
学会学術集会抄録集, S205, 2016 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況    
 （予定を含む。）  
 1. 特許取得：なし 
 2. 実用新案登録：なし 
 3. その他：なし 
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